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されるんであれば、いただきたいんですけども。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 大使の方にはボランティアでし

ていただいております。ただ、お名前を公表と

かということは、ご本人の了解を得てからやっ

ぱりしなきゃいけないのかなと、ボランティア

でしておりますので、恐らく応じてはいただけ

ると思いますが、そういうふうに考えてるとこ

ろでございます。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 わかりました。個人情報

保護法とかいろいろありますので、やっぱり名

前に関しては無理なこともあると思いますので、

それはそれとして了解いたしました。 

 本当に今は長井市の現状を考えたとき、働く

場所がなくて、何とかしてくれというのが、顔

さえ見ると、そのように私に言ってくる方が多

くおられます。ぜひ、本当にこれから１人でも

２人でも、長井市で働く場所が提供できて、住

みよい長井市にともどもにしてまいりたいと思

います。 

 これで、私の質問を終わりたいと思います。

本当にありがとうございました。 

 

 

 江口忠博議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位４番、議席番号３番、

江口忠博議員。 

  （３番江口忠博議員登壇） 

○３番 江口忠博議員 皆様、お疲れさまでござ

います。ことし最後の一般質問をさせていただ

きます。 

 師走に入りまして、ことしの出来事をあれや

これや振り返る季節となりましたけども、私の

日記を見ますと、ことしの１月１日は10センチ

の積雪からなったと記されておりました。こと

しは、何といっても、３月11日の東日本大震災

と、そして福島第一原子力発電所の事故、そし

てまたその復旧復興、そして事故の収束、そし

て先ほど来出ていますが、ＴＰＰへの参加をど

うするかというふうな話で、ことし１年あけて、

そしてまた暮れていくような感じがしておりま

すが、長井市におきましては、４月の市議会議

員選挙が衆目を集めたところではありますが、

市民の皆さんから議席を預けていただいて、も

うはや７カ月が過ぎました。全くあっという間

に終わってしまうことしでありますが、きょう

は通告しております２点について、市長のほう

に質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、継続性のある中心市街地活性化につい

てであります。 

 30年来の地元の要望でありました、本町大通

りの街路整備事業が関係者の方々のご努力によ

って、県の採択を受けて、そして国の認可を受

けることとなりました。そして、今年から事業

実施に移ったわけであります。このことは、長

井市にとっても夢の実現への大きな一歩であっ

たということは言うまでもありませんし、また

ここで改めて関係者の方々のご努力に対して敬

意を表したいと思っております。 

 この街路事業整備でありますが、これはもう

ご案内のとおり、本町商店街の活性化にとどめ

るわけではなくて、市内の中心市街地全体、あ

るいはまちの新しい形にするという、まちを新

しい形につくりかえるという大きな事業であり

ます。疲弊感漂うこの長井市にとっては、千載

一遇のチャンスであるというのは、以前市長の

ほうからのお言葉でも聞いたような記憶がござ

います。私も、まさにこのことを起爆剤として、

未来にきちんとつないでいけるまちづくりをし

なくてはならないと思っております。 

 そして、この新たなまちづくりには、伊佐沢

地区であるとか、平野、西根、致芳、豊田、そ

ういった周辺の地区の皆さんにも、ぜひぜひ関
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心を持って参加、参画してもらわなければいけ

ないと思っております。市長がおっしゃってお

りますにぎわいの創出に参加する方々は、これ

は市民全員なわけでありますので、ぜひとも市

民全体の共通理解が必要不可欠と考えておりま

す。 

 これまでの計画や情報の周知あるいはその周

知状況ですね、周辺地区のこれからの期待値な

ども調査をしておられるのか、また活性化につ

ながるさまざまなアイデアなど、広く市民の

方々から収集などされているのか、お訪ねした

いと思います。 

 次に、中央地区を取り巻く、先ほど申し上げ

た５地区それぞれが、中心市街地とどのような

かかわりを認識して、互恵的な関係を結ぶべき

か、お訪ねしたいと思います。互恵的な関係と

申し上げましたが、この市内には６つの地域が

あるわけですが、それぞれ特徴を持っておりま

す。それぞれがお互いを補完し合う関係という

ことも、これからはぜひ探っていくべきだろう

という思いからの質問でございます。 

 各地区ともにそれぞれに特色がありますが、

地形的な特色であるとか、文化的な特色あるい

は産業構成などの特色、今後それぞれの地域が

持つべき役割として自覚する時代であると考え

ております。その役割を認識することによって、

市政全体への貢献意欲にもつながっていくでし

ょうし、地域が互いに補完的な関係にあること

で、責任の重大さに気づくこととなると考えて

おります。 

 中心市街地を支える５つの地区の意識、そし

て中心市街地が果たす役割を認識することが、

活性化の継続には欠かせないものと考えますが、

どのようなお考えか、市長にお尋ねいたします。 

 さて、23年度の後期のゼミが始まりましたな

がい市民未来塾でありますが、後期は100名を

超える塾生の参加を得ることとなりました。行

政の若手職員や市民の関心が非常に高まってき

たような気がしております。人材の育成を目的

としたゼミではありますけれども、第５次の総

合計画策定を視野に入れたゼミであることは、

市長のお考えであるとは聞いております。 

 ゼミの内容は、市全体の再生にかかわる事柄

ではありますが、目下は、中心市街地の活性化

に向けた学習であります。そこで、中心市街地

活性化に対するゼミ生の考察でありますとか、

あるいはプランなど、今後どのように、この

粡町成田線の街路事業の整備計画に反映させ

るのか、あるいはさせることができないのかも

含めて、市長のほうにお伺いしたいと思います。 

 当然、第５次の総合計画の策定には、街路整

備事業が入ることは間違いのないことでありま

しょうから、この未来塾での学びの成果をどの

ように活用するかを明確にしておかないと、ゼ

ミを受講している方々の意欲にも影響を与える

ことになりましょう。ゼミ生が培った力量とい

うものを単なる教養にしてはもったいないこと

でありますし、この力量を活用する場を提供し

てこそ、未来塾が生きてくるものと考えており

ます。 

 中心市街地活性化について、もう１点お伺い

いたします。 

 経済活動の低迷は、工業や農業のほかにも、

大型店舗の郊外進出による中心商店街の衰退に

あるのは論を待ちませんけれども、街路整備事

業の完了の後、果たしてどれくらいの商店が営

業を継続しているのかということは、市民にと

っても大きな関心事であります。継続していけ

るようなにぎわいの創出を図る施策も大切であ

りますが、事業主の高齢化も待ったなしであり

まして、街路整備事業も計画では28年度完了予

定ではありますが、国の財政状況を考えれば、

そう簡単に予定どおりに進むとは楽観できない

状況であると思われます。 

 商店の後継をだれが担うのかが課題となるこ

とは確かなことでありましょうし、後継者育成
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についてどのような考えを持っておられるか、

市長にお伺いしたいと思います。 

 次に、観光振興計画について伺います。 

 市長は、12月１日号の「広報ながい」、「市

長とティーブレイク」の中で、観光振興計画に

ついて語っておられました。市外からの来訪者、

いわゆる観光客の増加が、商業活動や雇用の面

で大きな効果を期待できるとおっしゃっていま

す。文中で触れておられるまちのにぎわい創出

を促す都市再生整備計画の効用についても、観

光交流人口の増加に期待をする思いを語ってお

られました。 

 では、この観光交流人口の増加想定数ですが、

どれくらいを見込んでおられるのか、期待値で

ありましょうが、またそれによって増加するで

ありましょう雇用者や経済効果、どれぐらい見

込んでおられるのか、数字をもし可能でありま

したらばお示しいただきたいと思います。 

 また、ますます増加する高齢者の方々をはじ

め、市民の方々がにぎわいを求めて戸外に、外

に出かける人数はどのぐらいあれば果たして活

気のあるまちとして見られるのか。もしお考え

があらばお聞かせ願いたいと思います。 

 本町通りを歩いていますと、ほとんど人がお

りません。あそこに、私は本町で生まれ育った

のでありますが、私が若いころは、小さかった

ころは、もう平日であろうが日曜日であろうが

本当に多くの方々が行き違っておりました。あ

れがにぎわいのあるまちだとすれば、果たして

どのぐらいの規模の方々が戸外へ出るというこ

とを想定されているか、また期待されているか、

お考えをお聞かせ願いたいと思います。 

 まちの活気というのは観光客の増加に期待す

る以前に、市民が出かけたくなるまちであるこ

とが必要でありましょうし、そのための都市再

生整備計画であると考えております。 

 最後になりますが、ことしの９月17日、18日

の２日間、古代の丘で行われました総合文化フ

ェスティバル「ぼくらの文楽」についてお尋ね

をいたします。 

 このイベントは音楽と文化、そして教養とい

う部分のレクチャー、そしてショップ、いわば

文化と音楽の総合フェスティバルという企画で

ありました。私も講師の依頼を受けてレクチャ

ーの部分に参加をしてお話をしてまいりました。 

 この企画の主催者のお母様が西根出身という

縁もあって、また古代の丘の壮大なロケーショ

ンに魅せられ、そして循環型社会を標榜する長

井市の考え方に感銘されてこの地を会場に選ば

れたと聞いております。 

 ２日間で1,500人を超える入場者があったと

いうことであります。ほとんどの来場者が市外、

県外の方々で、しかも音楽をはじめとする文化

的思考の高い方々であったと聞いております。

非常にエネルギッシュな２日間でありました。 

 教育委員会が後援してのイベントでありまし

たが、残念なことにこれは初の企画であったた

めか、その趣旨や内容が市民の方々へは余り伝

わっておらず、市民の入場者は少なかったよう

であります。しかし、主催者やスタッフの年齢

は20歳代がほとんど。しかも全国的なネットワ

ークを駆使してのイベントのにぎわいは、これ

は圧巻でありました。 

 来年も継続して行いたいという希望が主催者

よりあったと聞いておりますが、ぜひ市が後援

して企画の段階からかかわれないものかと思っ

ています。今年度、教育委員会が後援をしてか

かわっていただきましたが、会場使用料として

20数万円を徴収したというふうなことも聞いて

おります。長井市に訪れた方々は多くは県外で

ありました。しかも関東、関西方面からも多数

おいでになったと聞いております。 

 私がレインボープランの推進協議会の会長斎

藤さんと２人で担当しました講座、長井市の生

き残り方の１つであります循環型社会の構築に

取り組んでの話をしたんでありますが、最後に
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こんなふうに訴えさせていただきました。ぜひ

この長井市で暮らしてみませんかと。一緒に循

環の輪に入って、私たちや子供たちの未来のあ

り方を探してみませんかというふうなお訴えを

させていただきました。 

 古代の丘を中心とする西根の地区の環境のす

ばらしさに魅せられてのことではありましょう

が、後日、ある方にこんなことを聞かされまし

た。こんなすてきなところで暮らしてみたいと

いうことで、何人かの人からこの地域に空き家

はありませんかと聞かれたということなんです。

多分、来場者の多くの方々は長井市が持つ資源

の豊かさを発見されたことでありましょうし、

そしてまた、来年も参加して長井市に来たいと

思って帰られたのではないかと思うわけです。 

 このことをぜひ今後は長井市の観光施策、そ

して定住人口増加にも反映させていただきたい

と思うのであります。長井市の若者と来訪者の

交流がこれから促進されて、若者の夢を語れる

まちづくりにも寄与できるものと考えます。 

 最後に、市長にそこのところのお考え、どん

なふうにお持ちかお聞きして、壇上からの質問

とさせていただきます。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口議員のご質問にお答えいた

します。 

 まず、第１点目の継続性のある中心市街地の

活性化についてでございますけども、議員のほ

うからは粡町成田線の街路整備事業について、

周辺地区の関心度と期待度をどのようにとらえ

ているかということでございますが、私も昨年

度から本町の街路事業、粡町成田線の事業につ

きましては、かなりうわさが先行してさまざま

な市民の中で反対、あるいは賛成という話があ

ったということから、正確な情報をまず伝えな

きゃいけないということで、昨年も、今年度で

すか、「あやめれぽ」で取り上げてみたり、あ

るいは座談会にお邪魔した際、地区または団体

へのさまざまな時間をいただいたときに詳しく

お話をさせていただいているところでございま

す。 

 確かに関心度と期待度というのはあるんだと

は思いますが、よくわからないというのが多分

市民の率直なところだと思います。私はこれか

らどうするかをやはりきちっと話し合いをして

いくべきだと。 

 街路事業と中心市街地の活性化はイコールで

はないんですね。街路事業というのは本町の商

店街をどういうふうに再生させるかということ

が、恐らく地元ではメインなんです。しかし、

市ではそれだけにとどまらないで考えていかな

きゃいけないということが、私は25年間、ある

いは30年近くずっと採択できなかったのが採択

できたと、採択してもらった大きな要因という

のはそこの部分だと思ってます。これは個人的

な考え方ですけども、もちろん地元の本町・中

央まちづくり協議会の皆さんや、あるいは地権

者、地区の方、住民の方の応援があったからこ

そですけども、それと商工会議所も応援してい

ただいたということなんですか、結局なぜ採択

していただけなかったかというと、客観的に見

てもう商店は、商店っていいますか、大規模小

売店が郊外に立地してますし、あるいは置賜の

長井市の周辺だけでも米沢市、南陽市、山形市

あたりでは魅力的なショッピングセンターがた

くさんあるわけですから、本町に街路事業をや

ったことによって、じゃあ、そこにお客さんが

戻るかというのはちょっと厳しいだろうという

見方が、やっぱり一般的に国、県の見方だった

と思うんですね。長井市もその部分は非常にち

ゅうちょしてた部分が今まであったんじゃない

かと。でもそうじゃないんだと。あくまでも中

心市街地としてこの事業を活用するということ

を、地元と一体となって訴えてきて採択いただ

いたということでありますので、そういった意
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味では周辺地区の関心度と期待度ということで

はないんですね。これからどうするかをつくっ

ていくという考え方なんです。 

 ですから、本町の街路事業はコンセプトはあ

りますよ、「お母さんと子供に優しい」、それ

はそれでいいんです。しかし、中心市街地はそ

れじゃないわけですよね。それだけではないん

です。それは必要条件かもしれませんけども、

必要十分条件じゃないというふうに実は私は思

っていまして、ですから、これから進めていき

たいということで５つの商店街、それから関連

する宮・小桜街区まちづくり協議会、これをつ

くっていただきました。自分たちも自分たちの

まちをどういうふうにするかということを考え

なきゃいけない。また、かわまちづくり協議会、

これは長井市は川のまちだからということでそ

の川をまちづくりに生かそうという、舟運の長

井をその歴史も踏まえてどういった物語をつく

っていくかということを一緒にやっていこうと

いうテーブルを設けなきゃいけないと思ってま

す。それを24年度からやらなきゃいけないと思

っています。 

 ですから、これからなんですよ、江口議員。

そういう意味では今回の質問は大変ありがたい

なというふうに思ってるところです。 

 周辺の関心度ということについては、ようや

く今年度入ってからいろいろ説明させていただ

きましたんで、大分理解していただいたかなと

思ってます。あわせて県のほうからは長井市と

あと地元がそれだけやる気あるんだったら、駅

前通りも、長井駅海田線、県道のところの駅前

通りなんですが、そこも事業として街路事業を

将来的にしようじゃないかということで、大体

おおむね協力的な方向になっております。 

 そうしますと、あそこの街路事業は本町だけ

ではなくて、駅前通りも含めてまちの中心部、

少なくとも２つの商店街を取り込んだ相当大が

かりな新たな長井の顔づくりになる。そのとき

にやっぱり心配してるのは、商店街だけで考え

ていったら果たしてどれだけもつだろうと、新

たな店舗を構えても非常に厳しいと。 

 そこでちょっと順序がいろいろ入れかわって

恐縮なんですが、この間、市民未来塾で江口議

員、あるいは小関秀一議員も参加していただい

て、大変ありがたいと思ってるんですが、１年

間の報告会の中でもプレゼンテーションがあり

ました。鈴木さんという女性の方からは、中心

市街地にさまざまな緑地を、森をつくってって、

歩いて、あるいは住んでて安らぐような、そう

いう考え方も必要じゃないかとか、あるいは若

い塾生の方からは、長井市は飲食街が少ないと、

飲食店が少ないと。飲食店をいっぱいまちなか

につくることによって、魅力が増すということ

がありました。 

 こういったことももちろん必要なんですけど

も、やはりそれももちろん十分条件でないわけ

ですね。やっぱり人が集まらないと、人が来な

いと飲食店はもたないわけですから、商店もそ

うですよね。ですから、いかに周辺の市町村の

方から、市民も含めて買い物に来ていただくか、

あるいは観光、交流のお客様にまちなかに入っ

ていただいて、そういった店とか飲食店を利用

していただいてお金を落としてもらうかという

仕組みづくりをつくらなきゃいけないです。 

 そうしますと、大きな問題が生じます。それ

は何かというと、かなり行政的というよりも、

民間の企業的な発想でまちづくりをしなきゃい

けない。長井市としてはこれは中心市街地活性

化の基本計画を立てなきゃいけない。なおかつ、

これは国の認定を受けた事業をしなきゃいけな

い。そうしますと、さまざまな特典があるんで

すね。補助率も高くなります。しかし、同時に

民間の事業会社、民間のやる気が試されるんで

すね。 

 そうしますと、形としてはいろいろあるんで

すが、市はハード整備で頑張るということにつ
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いては非常に評価してもらってます。国などで

も、国交省、総務省、あるいは経産省でも。し

かし、民間の姿が見えないと。この民間をどう

するかというのが実は課題なんですね。そうし

ますと、やっぱり民間の場合は商工会議所を中

心としてまちづくり会社をやっぱりつくってい

ただくしかないと。これらについては商工会議

所のほうにお願いをして、これはぜひ議会から

もご承認いただいて、市でも出資したまちづく

り会社をつくるべきだと思ってますが、そのと

きには商工会議所も市内の企業のほうから支援

を得てまちづくり会社、それなりのプロデュー

スできる人間を確保しなきゃいけないわけです

ね。そうしますと、町田議員のご質問にもあり

ましたように、まちなかに民間の例えば集合住

宅であったり、福祉、老健施設であったり、保

育園であったり、認定こども園であったり、そ

ういったものをつくれる可能性があると。そう

した場合にやっぱり行政として非常に難しいの

は、街路事業についてはもう大部分が国、県の

お金です。市はお金をほとんど出すことないと

いうのがメリットなんですね。しかし、その周

辺とかその機能を高めるために市の事業をしな

きゃいけないと思ってます。それがこの間説明

させていただきました観光振興計画と密接に関

係するわけですね。でも観光振興計画はやっと

ことし今、構想の段階なんですよ。ですから、

具体的な人数どうだとか、波及効果というのは、

実はこれから積算するものだと思っております

ので、余り具体的な何人ぐらいを想定します。

私の個人的な考えでこれぐらいの経済波及効果

を考えてます。あんまり言うべきじゃないかな

と実は思ってるんです。 

 ただし、１つの本町の街路事業の試算として

考えたいのは、先週、本町南の座談会をしてい

ただきました。その中でいろいろお話しさせて

いただいたんですが、ヨークベニマルの現在の

長井支店長さんも出席されていまして、ちょっ

とこれからの動向についてもお話をお伺いしま

した。その際に、今は、大体そのときもおっし

ゃったんで問題ないと思いますが、大体売り上

げが20億円程度だと、あそこの店舗が。最盛期

はその倍ぐらいであったというお話なんですね。 

 ですから、私は例えば本町のこの街路事業、

どれぐらいのにぎわいとか、どのぐらいの人出

だというところは、売り上げベースで25年前の

まだにぎわってたころ、郊外に店舗がなかった

んですね。すぐ市役所のそばにはダイエーがあ

りましたけれども、あとうめやさんは周りにあ

りました。サンプラザありました。でも最盛期

のあたりで40億円ですから、そのぐらいのとき

の人出が出るようなものが１つのまず本町とし

ての目標ではないのかなというふうに思ってお

ります。 

 あとどのぐらいの人数がいれば、まちなかを

歩いてればいいかということについては、これ

から数字をやっぱり精査しなきゃいけないと思

ってます。これはもちろん実施計画を組むとき

に、例えば都市再生整備計画、それはもう専門

家にある程度ゆだねる、こちらの意思ももちろ

んあるわけですけども、そして採算性のとれる

事業だということをやっぱりきちんと証明され

た後でないと、なかなか着工できないだろうと

いうふうに思ってます、さまざまな部分。これ

は行政がある程度投資的経費としてやる部分で

すから、非常に難しく慎重にしなきゃいけない

と思ってます。ですから、これからだと思って

ます。 

 あと観光振興計画もそういったことで、こと

し基本構想の段階なんですよ、まだ。ですから、

議会には実際、全協でお話しさせていただきま

したけども、まだまだ事務レベルでの話を、本

当は議会の皆様にお知らせするというのは余り

よろしくないんだろうなというふうに思いまし

たけれども、重要なことだと思いましたので、

議会からの求めに従って説明したわけでござい
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ますが、実際は24年度に行っていきたいと。そ

の際には未来塾の塾生の中からもどなたかを入

っていただきたいなと思ってますし、その中心

市街地の活性化のための協議会、ここにも未来

塾の方にも入っていただくべきだろうというふ

うに思ってますし、できるだけ内外のいろんな

識見の持っておられる方に入っていただきたい

と思ってます。 

 同時に、最終的にはやっぱり戦略的なものが

必要になると思ってます、地域戦略的なものを。

これは赤間議員がおっしゃったように、やはり

一番長井市で重要な課題というのは、雇用をど

ういうふうにして守るか、あるいは新たに創出

するかと。特に若い人たちや女性の仕事が非常

に少ないというのが数字でも明らかになってお

りますので、これらについて企業誘致、あるい

は製造業の受注開拓、需要の拡大、これらも含

めて、農業もそうですけども、あらゆる部分で

これをやらなきゃいけないと思ってます。です

から、そういったことを含めて、まず考えてい

きたいと思ってます。 

 ちょっと順序がいろいろ逆で恐縮ですが、こ

の項で最後に、商業者の担い手と後継者をどの

ように育成していくかということと、それから

周辺地域の５地区の考え方なんですが、まず、

商業者の担い手と後継者ですけども、今もさま

ざまな形で商工会議所さんが中心となって、商

業者の担い手のためのいろんなセミナーをなさ

っているようです。市としてもそれらについて

応援してるわけでございますが、私として期待

するところは、やはりこの間の市民未来塾のパ

ネルディスカッションの中で、一橋大学名誉教

授の関先生がおっしゃってたように、実は私た

ちが未来塾の塾生の方にお願いしたいことは、

提言をいただくことよりも、これから長井のま

ちを担っていただく人材に育っていただきたい。

ですから、商業者の担い手でもいいですし、企

業を起こしてもらえるような、そういうことを

関先生おっしゃいましたね。企業を起こしても

らえるような人材が育つべきだと。行政にすべ

て頼るような、そういう人材ではないだろうと

いうことをおっしゃっていましたので、そこを

ぜひ江口議員からもご指導いただきたいと思い

ます。 

 それと５地区と中央地区の互恵関係っていい

ますか、難しい言葉ですが、第５次総合計画を

来年と再来年でつくると。その中で地区の地区

長さんとか連合会の皆さんにもお願いしてます

が、この次の第５次総合計画は地区の計画もき

ちっと総合計画に反映させたいと。 

 それは例えば私の住んでる豊田地区なんです

が、豊田地区を中心にどうするかということを

考えることじゃないんですね。そうするとどこ

でも同じ計画になるんですよ、豊田であろうと、

江口議員が住んでらっしゃる伊佐沢であろうと。

伊佐沢だけを考えたらそうなるんです。そうじ

ゃなくて、長井市全体のまちづくり方向性を示

して、ある程度考えてますよと。その中でこう

いった合意がされてますと。豊田はどうします

か、伊佐沢はどういう役割分担しますかという

ところをやはり全体でまず話しした後に、じゃ

あ、伊佐沢ではどうしよう、豊田ではどうしよ

うということをやっぱりみんなで話し合いをし

て、その中でそれぞれ役割分担をしながら長井

市を繁栄させていく。市民の幸せを目指してい

くということが必要になると思います。それも

これからの作業です、実は。 

 ですから、江口議員のご質問というのはこれ

からのことですので、大変参考になりました。

ぜひ私と考えてる方向は全く同じですんで、い

ろいろご指導賜りたいと思ってます。 

 ２番目の観光振興計画でございますけども、

（１）の部分ですね。これは最初、私が申し上

げましたけれども、今現在、長井市の観光客の

総数というのは、これは統計上の数字です。約

60万人なんですね。しかし、長井市には観光産
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業が成立してないということからわかるように、

この60万人の、失礼な言い方ですけど、これは

市民の皆さんの数も入ってるはずですね。 

 そういったときにどのぐらいの、じゃあ、経

済波及効果があったかというと、恐らく、こう

いう言い方は失礼ですけど、１人500円として

60万人で３億円ですよね。３億円あるのかなと

いう程度のものなんですね。例えば久保桜は13

万人ぐらい。それはもちろん市民も入ってるわ

けですね。久保桜で13万人の方がどのぐらい１

人当たりお金を使っていただいたか。ほとんど

使っていただいてないというか、使えない状況

なんですね。ですから、そこのところが課題で

あるだろうと。 

 ですから、数字だけを上げるのは非常にナン

センスなんですね。ですから、いかにしてお金

を落としてもらえるような仕組みづくりを同時

にやっていくかと。ですから、お土産店であっ

たり、菓子店であったり、飲食店であったり、

そういったところだと私は思っておりますので、

ここについても数字はこれからぜひいろいろ積

み上げながら目標値を出していきたいと。しか

し、今回の観光振興計画というのは、観光の産

業化を目指そうと。観光によって雇用が生まれ

るようにしないとやはりだめじゃないかと。 

 この間もＪＲ東日本と県と私ども置賜と村山

の市町村でやっておりますやまがた花回廊キャ

ンペーン、ことし５年目だったです。来年もや

るということにしました。ＪＲ東日本の原口常

務さんがいらして講演されたんですが、やっぱ

り観光の即効性、経済波及効果の即効性ってす

ごくあるんですね。一番あると言われています

し、すそ野が広いと。ですから、これはもちろ

んいかに落としてもらうかという準備をした上

での観光客なんですね。ＪＲさんについてはＪ

Ｒで来ていただくということですから、これは

もうＪＲは観光しないと多分あの会社はこれか

ら成長できないということがわかってるから、

いろんなキャンペーンをやってるわけなんです

ね。 

 ですから、そういったふうなことで観光につ

いては、想定はこれから行っていきたいと。非

常に観光振興課長がつくったいい答弁書もある

んですが、ごちゃごちゃしましたんで、この辺

は残念ながらこの次にということにさせていた

だきまして、あとこの項の最後、「ぼくらの文

楽」ですけども、これもすばらしいなというふ

うに思っていましたが、実はこれは全く民間の

しかも若い人を中心にして出てきた企画です。 

 私も実は主催者が子供の知人だったもんです

から、子供のほうからこういうことをやるみた

いだから、市でも応援してもらいたいなみたい

な、それは子供のあれはありました。しかし、

私はそれはやっぱり若い人たちが自主的にやる

事業だということで非常に応援はしたいなと思

っていました。教育委員会のほうに相談ありま

して、あそこの施設っていいますか、教育委員

会の管轄の部分が多いということで、あと駐車

場とか、そういったことでいろいろ相談あった

ようです。ですから、教育委員会といろいろ協

議しまして、ここはこういうふうにして協力し

たらいいんじゃないか、ああしたらいいんじゃ

ないか。 

 確かに20数万の使用料ですけども、これ正式

に言ったら余りここで申し上げるのはよくない

かもしれませんけども、そんな金額じゃないで

す。もう10倍とは言わないですけども、相当か

かるんですよ。しかし、いろんな地元の地区公

民館で、西根地区公民館が全面的にバックアッ

プなんですね。ですから、いろいろ支援はでき

るだろうということで、いい解釈をして正規料

金をいただきました。ですから、例えばここ１

週間分もらわなきゃいけないんじゃないかと。

でも実際使うのは２日間だから２日間でいいよ

なとか。しかし、拡大解釈すれば、やっぱり１

週間または10日分もらわなきゃいけないですね。



 

―５２― 

＋ 

＋

＋

＋

その辺のところで応援しました。それは教育委

員会が後援したということと、地区公民館が全

面的にバックアップしたということで。 

 ただし、これから市のほうでいろいろ支援す

るというのは、企画段階というのは、私はすべ

きじゃないなと思ってます。全面的に支援はし

ますけども、やっぱり若い人たちの発想でやっ

たほうがいいんですよね。ですから、我々は縁

の下の力持ちに徹すると。それで企画段階から

市で入ったら、当然あれは有料ですよね。有料

で一般市民は入れないんですよ、お金を出さな

いと。これはなかなか難しいですよ。むしろ私

は若い人たちの、しかも都会の人たちが企画し

ていろいろやると。それについて地元として全

面的にバックアップするという形のほうが絶対

いいと。自由な発想でやると。なおかつ、我々

が支援するとしたら、じゃあ、市民の皆さんが

そのチケットを買うときに、じゃあ、助成しよ

うじゃないかとか、そういう部分だと思うんで

すね。企画から入るなんていうもんじゃないと

私は、そういうふうに思います。 

 ちょっと不十分な部分もあるかもしれません

ので、ぜひいろいろご指導いただきたいと思い

ます。以上でございます。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ありがとうございました。

市長の所信表明を伺ったような長い答弁であり

がとうございました。 

 今、最後のところをちょっと申し上げましょ

う。ちょっと最初にお答えいただいたことが少

しずつ薄れてきましたんで、最後の反対からい

きます。 

 「ぼくらの文楽」についてでありますが、私

が申し上げたのは、未来塾もそうですが、市の

若手職員をこれからどんなふうに市の中核の職

員まで上げていくかというところの教育の育成

期間、これからあるわけですけども、私は「ぼ

くらの文楽」にかかわっていたかなり20代の

方々が多いんですが、全国的なネットワークな

んですね、スタッフの方々が。あのぐらいの企

画力を持ってやっておられて、長井市でこれ単

体であれをやれといっても多分無理でしょう。

ですから、市が企画段階から加わってと申し上

げたのは、市の職員も勉強がてら参加させても

らって、そして地域の中の本当にイベントをこ

れから、企てごとをするに当たり企画立案力と

いうのをちょっと学んでもらいたいということ

もあったのであります。その辺はちょっと答弁

は結構ですので、そこの気持ちだけちょっとお

伝えしておきたいと思います。 

 先ほどの答弁の中で、地域、観光振興計画に

ついてもこれから都市再生整備計画についても

まだまだ計画段階であって、具体的なことはこ

れからなんだとおっしゃってますが、いや、実

は市長が書かれたティーブレイクの中では、か

なり言葉もしっかりされてて、具体的な姿が少

し見えてくるような気がしたんですね、これで

見ると。ですから、まだまだ公表できる段階で

はないとおっしゃりつつも、ティーブレイクを

見ますとこういう姿になるんだなというような

ことも市民の方々は多分わかってる。確かな情

報ではないんだけれども、おぼろげながらもそ

ういった姿がわかられてしまったわけですよね。 

 そうしますと、どうしてもそのイメージとい

うのはひとり歩きをしますので、その情報の出

し方は非常に難しいと思うんですが、スピード

感なんかが難しいと思うんですが、私はまちの

中の商店街の後継者の方々にずっとこれから、

若い人、何代も何代もということは多分続かな

いんだろうと思いますが、周辺地区の方々がま

ちの真ん中でチャレンジショップを行いたいと

いうふうなことまで動機づけをさせるには、や

っぱりにぎわってないといけないです。にぎわ

ってるというのは、経済活動が活性化というこ

とじゃなくて、とにかく人がいるという状況で

すね、通りに、あるいは公園でもいいんですよ。
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人がそこにたたずんでいるという状況がないと、

そこで商売をしようという気すら起きないと思

うんです。これはヨーロッパなんかに行ってみ

ますとそうです。やっぱり常に人がいるんです。

そうすることによって少しずつ少しずつ小さな

チャレンジショップが始まって、屋台が始まっ

て、それてまたまた人が集まってくるという、

そういうことなんですね。ですから、これから

の中心市街地のつくり方は、経済活動はどうす

ればうまくいくかということ大事ですけども、

人をどうすればそこに人がたたずむこと、スペ

ースができるかというようなところも考えてい

かないといけないんだろうと思うんです。 

 未来塾のプレゼンテーションでまちなかに森

をつくろうというプレゼンテーション、市長さ

っき例として出されましたけども、あれは私の

プレゼンテーションを鈴木さんにしていただい

たんですが、人が出かけたくなる景観、雰囲気

というのをぜひまちの中につくるべきだなとい

うことを思っているんです。 

 なものですから、中央地区の街路事業、都市

再生整備計画、あるいは中活事業とか、いろい

ろ言葉があって、それぞれ法律も違ってお金の

出どころも違うんでありましょうけども、でも

市民の方々は都市再生整備計画も観光振興計画

も街路事業だって同じなんですよ。まちの形が

変わっていくことには変わりないわけですね。

しかし、そこのところでこのまちが、中心市街

地がどんなふうな形になって、それを周辺地域

がどうサポートとしていくかというところの考

え方を示してもらわないといけないんだろうな

と私は思ってるんですよ。 

 というのは、事業は違います。それはわかり

ますけども、市内、今２万9,000人余りの市民

の方々がやっぱりこの事業は大きな事業として

期待しますよね。市長もそこのところは、これ

は本当に大きな事業なんだというふうなことで

街路事業もおっしゃいました。商店街から始ま

った街路事業であったかもしれませんが、今ま

ちづくり協議会は何で商店主を会長に置いてな

いか。桑島先生を会長に置いているかというと、

商店街のイメージを少し薄くして、本町全体、

中心市街地全体の商店街の方々以外の方々にも

このまちづくり事業に参加してもらわなきゃい

けないんだという思いから、桑島先生に会長に

なってもらってるということをお聞きました。

そういった意味では、本当に商店街だけじゃな

くて、あそこに住まう方々にとって、周辺の地

域の方々がどんなふうに関心を持ってらっしゃ

るかということも大事だと思うんですね。その

辺ちょっと。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私はそれを否定は一切していな

いつもりなんですが、ただ、確かにティーブレ

イクで具体的に書いてんじゃないかというお話

ですけども、それは目的を私は言ったんですね。

ですから、いろんな考え方があると思うんです

よ。これから計画をつくるときに、私はこれ以

上あんまり言えないなと実は思ってるんですよ。

計画の中身をいろいろ議論するというのは、実

はご意見、ご提言はいただきますけども、これ

がいい、これが悪いということは、実は私ども

当局側できちっとある程度スタンスを示してか

ら議会に提示させていただいて、ご意見をいた

だくというのが基本だろうと思っていまして、

計画をつくるときに我々事務方だけではつくれ

ません。市民の皆さんのいろんな意見をいただ

かなきゃいけない。しかも都市再生整備計画だ

ったり、街路事業であったり、中心市街地の活

性化基本計画というのは、いろんな団体から意

見をいただかないとつくれないんですよ。それ

をしないうちに私があんまり言えないなという

ことがあるんですよ。 

 ですから、議員がおっしゃるのはよくわかる

んですけど、もう具体的に書いてんじゃないか。

それは狙いを言ってるんであって、こういうふ
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うにしてこうすれば雇用が生まれるじゃないか

と。そういうことを一緒にしていかないと、江

口議員と言ってることは同じなんですよ。人が

集まるまちなんですよね。あと住んでよし、訪

れてよしのまちなんですよ。観光庁が言うビジ

ットキャンペーンのキャッチフレーズですよね。

これそのとおりなんですけども、これを議論し

てもなかなか私これ以上答えられないんですよ

ね。ですから、この間の全協でも髙橋孝夫議員

からとか大道寺議員からもいろいろ質問いただ

いたと思うんですが、具体的な数字なんていう

のは上げられる状況じゃないわけですよ。これ

からどうするかという構想段階のものを私が全

部言ったら、何かやらせじゃないかと、後のつ

くるやつは、そうなりますよね。ただ、私とし

ては方向性としてこういうものをしたいと。し

かし、それは庁議の中でもまだ決定した事項で

ありませんし、ですから、一つ一つの中身をや

っぱりお答えするのもいいんですけども、全体

的な問題として、実はこの中心市街地の活性化

についてはしなきゃいけないということで、地

元の本町、中央の皆さんと一緒に、あるいは商

工会議所と一緒にこれからやりましょうねとい

う中身なもんですから、それを私が余り詳細に

わたってどうのこうの言うよりは、総体的な概

論的な部分で意見交換をさせていただきたいな

ということで、済みませんが、こういうふうな

答弁をさせていただいたところでございます。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 今、市長がおっしゃって

くださったいろんな方々からの意見、考え方を

お聞きしなきゃいけないということはわかりま

した。ですから、周辺の方々のお考えも、ある

いは期待も希望なんかもぜひこれから聞いてい

ただきたいと思うんですよね。具体的に何かそ

れはお持ちですかね。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 これからのそういうテーブルと

いうことですが、まず観光振興計画につきまし

ては、もう既に委員会みたいなものをつくろう。

そして来年度にかけて、２年間にかけてつくっ

ていくということですから、それについてもち

ゃんと市民の方を含めてやるように準備してお

ります。 

 それから中心市街地の活性化基本計画をつく

らなきゃいけない。それは当然さっき言いまし

たように、本町・中央まちづくり協議会であっ

たり、宮・小桜街区まちづくり協議会であった

り、５商店街の皆さんであったり、商工会議所

とか、いろんな経済団体であったり、あとかわ

まちづくり推進協議会であったり、そういった

ものの方たちとそれ以外にも必要かもしれませ

んけども、そういうテーブルを設けて国の認定

を受けられるような協議をしてこうということ

をいってるんですね。 

 あと第５次総合計画をつくるときに、各地区

との皆さんとの協議の場を設けてやろうって言

ってるんですから、私が全部するなんてことは

言ってませんし、そういうテーブルは設けます

よというふうに私は答弁ですべて答えさせてい

ただいたつもりだったんですが。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ちょっと誤解があったよ

うで大変失礼しました。第５次総合計画の中で

の地区ごとの計画作成においての地区での協議

ということだと思ったもんですから、今回、中

活事業については街路事業なんかも包括的に盛

り込んでのことだと思うんですが、この段階で

も、私は周辺の方々の話をもう今からでもいろ

いろお聞きする機会があったらなと。市長、い

ろいろお出かけになられて地区で懇談会なんか

もされておられるようですから、その席でもぜ

ひ期待なども、意見なども聞いていただければ

なと思うんです。 

 というのは、きのうの、実は未来塾がありま

して、塾生の中でのミーティングでたまたま街
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路事業の話が出まして、なかなか見えてこない。

見えてこない段階までのことなんでしょうけど

も、まだ。具体的なことはそんなに進んでない

んでしょうけども、期待が高い分だけ心配をし

てるんです、市民の方々は。そういう方々も多

い。どうなるのか。つまり、あそこに自分も何

か参加してみたいんだけど、先ほど市長がおっ

しゃった提案型じゃなくて、自分もそこで商売

をしたいとか、お店をしたい、事業を開きたい、

やりたいという思いの方はもう既にいらっしゃ

るんです。ですけども、どんなふうにそれが進

んでいるのか、全然見えてこないもんですから、

不安だ、心配だという声もあるんですね。です

から、その辺では情報の出し方は非常に難しい

と思うんですけども、進捗状況も含めて難しい

ところはあると思うんですが、広くいろんなと

ころからの意見なども、希望なども聞いていた

だければなと、まず期待をしていますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 先ほどの「ぼくらの文楽」の話に戻りますが、

1,500人余りの人が集まってきたんですが、そ

の方々は多分それぞれの出身地とか自宅に帰ら

れてからは、多分長井市のよさはかなりＰＲを

されているんだろうと思うんですね。市長がご

委嘱されたふるさと大使ですか。あの方々のお

役目も大変大きなものが期待できるわけですけ

ども、長井市に訪れてくださった方、「ぼくら

の文楽」で訪れてくださった方々がこれから長

井市をどんどんＰＲしてくださる。しかも来年

もその次もというふうに考えますと、非常に大

きな波及効果がこれからあるんだろうという気

がします。そこのところを、先ほどちょっと申

し上げましたけども、企画段階からというのは

そこのところの長井市の色気も少し加味したよ

うな話もこれからさせてもらえればなという期

待からの話でございました。 

 ぜひ来訪者の方々、観光施策の中でも大事に

しなきゃいけませんけども、ああいったよその

方が企画した、若い方が企画したイベントで、

まず長井市とも本当に縁がなかった方々がどど

っと1,000人、2,000人入ってこられるという現

実も利用したほうがいいと思いますね。うまく

使わせていただいて、お互いに相乗効果が得ら

れるようなことにしていければと思うんですが

そこのところでもう１回ちょっと確認の意味で

市長から答弁いただければと思います。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 「ぼくらの文楽」につきまして

は、私も非常に期待しておりました。あともう

一つ山形鉄道の主体のイベントも民間のイベン

トもありまして、これも非常に期待しておりま

した。しかし、結果として「ぼくらの文楽」の

ほうが地道に着実に行っていただいて、大変よ

かったなというふうに感謝しております。 

 江口議員からあった参画ということについて

は、市役所の職員の育成が目的というようなお

話でしたので、それらについては果たしてこち

らからお願いすべきかどうか。あと職員は私は

役所からどうかお願いだなんてことじゃなくて、

職員みずから行くよと、関心があるんだったら。

それは職務命令で出す問題じゃないだろうとい

うふうに実は思ってるんですね。時間外を出し

て研修させるということではないだろうと。や

はり今回の未来塾で半分は市の職員で若手で、

これは自主的に自分の判断で行っておりますの

で、そういったことで江口議員あたりからその

情報を聞いて、みずから門をたたく、そのぐら

いの気概がないとだめなんだろうというふうに

思っておりまして、そこはぜひご指導いただき

たい、期待したいと思います。 

 あとやっぱり江口議員がおっしゃるように、

そのＰＲ効果ってすごいものがあったと思いま

す。ですから、なぜそのときに長井市の観光パ

ンフレットとか、あるいは希望者には何か長井

市のことをわかるようなマップとか、そういっ

たものを来年はぜひ用意させてもらいたいと。 
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 多分今回、西根地区公民館も全面的に協力い

ただきましたけど、半信半疑だったんですね。

ところが、結果はすごかったもんですから、い

や、これはすごいと。私も地区公民館からもい

ただきましたし、西根地区の座談会、その後３

カ所ぐらいさせてもらったんですが、ぜひ長井

市も応援すべきだということをいただきました、

江口議員と同じように。それは私もすごくうれ

しいと。しかし、あそこ料金を取って囲い込ん

じゃってるもんですから、それが市でやるとい

うのは、もう最初から共催の事業だったらまた

別なんですけども、そうすると制約が出て参り

ますんで、やっぱりそれは彼らに任せて、さっ

き言いましたように、いろんな支援を惜しまな

いと。同時に、そういう人たちとぜひコンタク

トを持って、参加していただいた方、あるいは

実際イベントをやっていただいた方、そういっ

た方々とこれからもおつき合いして、あと空き

家なんかについては行政がという話もありまし

た。私はむしろ西根地区の公民館さんあたりで

主体的にいろいろ情報を持っているでしょうと。

市のほうでは残念ながら人手がないんで、その

辺ある程度こうしたらここの部分、行政で手伝

えということであればやりますというふうにし

ました。ですから、そんなことでぜひいろいろ

ご指導いただいて、来年はさらにずっと続いて

広がるように、私どもも頑張りたいと思います。 

 なお、先ほど言いました未来塾のメンバーの

方、私も中心市街地３つのゼミがいろいろ担っ

ていただいてますんで、いつ声がかかるかなっ

て実は待ってたんです、待ってるんです。市長、

何を考えてるんだか聞きたい。ところが、声が

かからないんですね。まさかこういうふうに議

会でこの問題がなるとは思ってなかったもんで

すから、塾生の皆さんと私しゃべりたいんです

よ。私はこう考えてますと。そうすると塾生が

市長、そこはおかしいんじゃないか。これが議

論ですよ。そしてまちづくりを一緒にやってい

く。ところが、私に声がかからないというのは

非常に不満です。ぜひ言っといてください、お

願いします。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 市長の希望、では、早速

伝えたいと思いますが、各ゼミすべて年間のス

ケジュールが決まっていまして、どの辺に入れ

られるかはわかりませんが、私からもお願いを

しておきます。 

 市長さっきおっしゃった、地区で、最近は空

き家のことなんかは西根地区で何とかできない

かというようなことのご希望もおっしゃられた

ようですが、以前、農林課のほうでも就農人口

の拡大のために空き家をカウントしたときもあ

ったように聞いております。これからは地区ご

とに地区計画を立てながら、そういったことも

定住者の方々に向けた対策も含めてやっていく

べきだと思いますが、さっき市長がおっしゃっ

てくださった市職員がこういった大きなイベン

トにみずからかかわる。市の業務命令じゃなく

て、みずからかかわるというような思いからす

ると、私はぜひ市の職員の方々は１人一ボラン

ティア、１人一ＮＰＯ法人でもいいですが、市

民活動と同じような目線に立っていただくこと

がまず必要だと思うので、そういったことは市

長のほうからはやったほうがいいよと、あるい

はやれと、やれとまでは言えないかもしれませ

んが、市民の方々と一緒にボランティア活動は

ぜひこれから推進してほしいと思うんですけど

も、その辺最後に一言お考え、もう１回お聞か

せください。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口議員おっしゃるとおりです

が、前にも江口議員からもいろいろご指導いた

だいて地域担当職員と、これが１つの私の考え

方なんです。ですから、ボランティアとかある

いはまちづくりにＮＰＯに参加しろとか、そう

いったことはこれからも進めていきたいと思っ
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ております。地域担当制も含めて、どういうふ

うにしてまちづくりに職員みずからかかわるか

ということは、これからも十分進めていく項目

だと思っております。以上でございます。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 第５次の総合計画に向け

てあと２年ほどですが、10年に１回の計画であ

りますんで、私は議員にならせていただいて非

常にいいめぐり合わせで今回、議員させていた

だいたなと思ってます。非常に慎重な議論これ

から求められてくると思います。第４次の総合

計画についても十分な見直しを図って、実効性

のある第５次総合計画に向けた動きを早々にで

もつくんなきゃいけないと思っています。 

 未来塾のほうもうまく活用していただいて、

未来にきちんとつながるまちづくりをこれから

も頑張ってまいりたいと思いますので、市長の

ほうにも広範な意見のほう聴取いただければ幸

いということを申し上げて、私の質問を終わり

ます。ありがとうございました。 

○蒲生光男議長 ここで暫時休憩いたします。 

 再開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５８分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○蒲生光男議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 小関秀一議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位５番、議席番号５番、

小関秀一議員 

  （５番小関秀一議員登壇） 

○５番 小関秀一議員 きょうの最後の質問者と

なりました。大分お疲れでしょうが、質問を始

めさせていただきます。 

 先ほど来もありましたが、非常にこの１年、

激動の１年だったなというふうに振り返ってお

ります。私自身も４月の選挙から市民生活の向

上のための一翼を担う立場に立たせていただい

て、さまざまの勉強もさせていただいたという

ふうなことでありましたし、市民生活も冬の豪

雪、東日本大震災等、津波、原発事故等で非常

に不安の１年だったなというふうに振り返って

おります。 

 また、時節柄でありますが、来年度の新しい

長井市の予算編成の時期にもなっております。

よって、本議会では一般質問を通しながら、具

体的に来年度の予算にかかわるような課題を考

えてまいりましたので、よろしくお願い申し上

げます。 

 １番目であります。長井市の行財政改革推進

方針についてのかかわりであります。 

 最近まず驚くことが幾つかありましたが、先

ほど江口議員の発言にもあったように、12月１

日付の市報の「市長とティーブレイク」の欄で、

市長は既に都市再生整備計画の細やかな部分ま

で記事にしておられるということについて、驚

きを禁じ得ませんでした。つまり、この計画が

もう既にスタートしたかのごとき表記になって

いるということについては、多くの市民の方か

らの問い合わせが私にもあったわけであります。 

 しかもこの間の議会の全員協議会についても

ですし、検討委員会についても構想図、特にこ

こは大事なわけですが、場所を特定できるよう

な図面まで一般市民に広がっておるというふう

なことについては、大変是非論はあろうかと思

いますが、私は驚いたわけであります。 

 ２つ目であります。23年３月に答申されまし

た長井市の行財政改革推進委員会からの回答書




